


新しい技術に挑戦し、
明るい未来を切り開きます。
お客さまの生活を、電気を通じてより豊かなものにしたい。

私たちには、低廉で良質なエネルギーを安定供給するという使命があります。

技術開発研究所では、電力の安定供給、低炭素社会の実現、新技術を活用した「新しい価値の創造」に向け、

新たな挑戦を続けています。

●❶ ●❷ ●❸ ●❹ ●❺ ●❻

研究企画・知的財産チーム

◉技術開発研究所組織
●技術開発研究に関する計画、総合調整など

●知的財産権管理

●情報の収集、分析、評価

●産学連携に関する連絡、調整

●雷や電力品質、エネルギー有効利用などに関する技術開発研究

●雷や電力品質に関するコンサルティング

●耐雷コンサルティング

●耐雷対策、雷・気象に関する技術開発、研究

技術開発チーム

雷センター

◉主要な研究課題
再生可能エネルギーの大量導入に備えた対策に関する研究開発 　電力の安定供給と低炭素社会実現に資する再生可能エネルギー大量導入

に対応するため、低コストな系統対策に関する研究開発に取り組んでいます。

送配電線の雷リスク低減に向けた対策に関する研究開発 　雷が多く、特に冬季雷のエネルギーが大きいという北陸地域の電力安定供
給に不可欠な、雷害対策に関する研究開発に取り組んでいます。

新たな企業価値創造に向けた研究活動 　お客さまニーズにより的確に対応するため、新しい企業価値創造や効率化
による働き方改革実現に向けた研究開発に取り組んでいます。

産学など外部研究資源との連携 　より高度な研究成果創出に向け、大学や研究機関、メーカーなど社外研究
資源との連携を推進しています。

お客さま設備雷害対策のコンサルティング 　北陸地方の雷の特徴や発生頻度などを分析し、雷に関する情報提供や雷
対策のコンサルティングを行っています。

SDGsが達成される豊かな社会の実現に向けて

呉羽農場開設

平成22年

平成21年

平成21年

平成18年

平成18年

平成16年

平成16年

平成13年

平成10年

平成9年

平成7年

主な研究開発成果
再生可能エネルギー大量導入時の合計出力変動を想定する手法

低床型電気コミュニティバス●❻

オンサイト式アスベスト溶解・無害化処理システム

リチウムイオン電池を動力とする小型電気バスと急速充電装置●❺

微量PCB無害化処理技術

系統動揺を制御するPSS（Power System Stabilizer）整定支援のツール

瞬時電圧低下補償装置●❹

接地電極材「ホクデンEP-1」●❸

レーダー情報3次元表示解析装置●❷

自動電圧調整器（SVR）と協調して運転するSVC

液晶シャッター付きカメラ●❶

昭和
18年

本店に「技術試験所」発足昭和
28年

「技術研究所」に改称昭和
34年

本店から富山市久方町（現
在地）へ新築移転

昭和
33年

「雷センター」発足
（技術開発研究所所属）

平成
13年

「技術研究所」と「地域総合
研究所」を統合し「地域総
合研究所」に変更

平成
7年

地域経済研究業務を「地域
総合研究所」から分離し，
技術分野に特化した「技術
開発研究所」に変更

平成
12年

「技術開発研究所」と「立地環境
部」の環境保全業務を統合し，
技術開発に特化した「技術開
発・環境保全センター」に変更

平成
17年

環境保全業務「技術開発・
環境保全センター」から分
離し，研究開発に特化した
「技術開発研究所」に変更

平成
19年

「呉羽試験農場」を廃止平成
24年

◉沿革








